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【今月の表紙】

　6 月 12 日に 3 年ぶりに開

催された、みかた残酷マラソ

ン全国大会の様子。新緑映え

る小代を大勢のランナーが疾

走しました。

【フォトニュース（19 ぺージ）

に関連記事があります】

新型コロナワクチン新型コロナワクチン
4回目接種が始まりました4回目接種が始まりました

中学生たちが地域に学ぶ中学生たちが地域に学ぶ

トライやる・ウィークトライやる・ウィーク
を実施しましたを実施しました
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№２０８№２０８
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　5月 30 日 ( 月 ) から 6 月 3 日 ( 金 ) までの 5日間、町内 3中学校の 2年生 135 人が、

72事業所で体験活動に挑戦しました。

　この期間中、 各事業所の大勢の指導ボランティアの皆さんにご協力、ご支援をいただき

ながら仕事を体験し、楽しさ、厳しさ、そして喜びなどさまざまなことを学びました。

　生徒を受け入れていただいた事業所、指導ボランティアの皆さん、また、温かい励まし

の言葉をかけていただいた地域の皆さんには大変お世話になり、厚くお礼申し上げます。

トライやる・ウィークトライやる・ウィーク
中学生たちが地域に学ぶ

を実施しました

行政放送の録音に挑戦しました！ 行政放送の録音に挑戦しました！ ～役場本庁舎～～役場本庁舎～

地
域
に
学
ぶ

地
域
に
学
ぶ

ト
ラ
イ
や
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・
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　5月 31 日（火）、香住第一中学校の寺川仁
ま さ と

人さん、山下侑
ゆ う た

大さん、中瀬凱
か い ん

信さんの 3人と、村岡中学校の岡

田瑛
え い た

太さん、西岡菜
な の は

花さんの 2人が、それぞれ行政放送の録音に挑戦しました。

　自分の声が町内全域に流れるとあって、緊張と期待が混じった様子で説明を聞いていましたが、マイクに向かっ

て声を出すと、徐々に緊張もほぐれ、中学生らしいはきはきとした声で録音ができました。

　5月 31 日（火）の夜に村岡中学校の 2人の声で、6月 2日（木）の夜に香住第一中学校の 3人の声での行政

放送が流れました。

▲原稿をよく読んで…
▲ 放送時間などのプログラムを

組んだら準備完了！

はきはき、聞き取
りやすい声で録音▲ ▲
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1 週間の体験活動を終えて…1週間の体験活動を終えて…
●寺川仁人さん（香住区上計）

　放送の録音は 2回目で成功したけどこんなに難しい原稿を読んでいる

んだなと知りました。役場の仕事は大変な仕事がいっぱいだったけど全部

貴重な体験でした。

●山下侑大さん（香住区境）

　放送の録音は、緊張して何度も取り直してとても疲れました。広報の仕

事は色々な場所に行って、いろんな質問をしていてすごいと思いました。

●中瀬凱信さん（香住区下岡）

　広報の仕事ではしっかり許可を取って撮影したり、緊張したけど楽し

かったです。どんな仕事も大変だけど、楽しい仕事もあると知りました。
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中学生記者がトライやるの様子をお届けします！中学生記者がトライやるの様子をお届けします！
　役場本庁舎では、香住第一中学校の寺川仁人さん、山下侑大さん、中瀬凱信さんの 3人が「トライやる」の一環として、

実際に事業所に出向いて、他の生徒へのインタビューや写真撮影などの取材活動を行い、広報記事作成にチャレンジ

しました。作成した記事は町ホームページからも見ることができます（タイトル横のQRコードからご覧ください）。

　香住 B&G海洋センターでは、体育館での清掃やボー

ルの消毒をしていました。その後、プールに移動して、

網を使って小さなごみを取る仕事を丁寧に行いました。

　これまでの活動で小学生の体操教室の先生を体験した

吉本大
た い せ い

晟さんは「小学生は元気で教えるのが大変だった」

と話してくれました。

　また、丁寧にプールを掃除していた福田倖
こ う た

大さんは、

「実際にやってみて、働く

人の大変さがよく分かっ

た」と語ってくれました。

（文…山下侑大、 写真…中瀬凱信、山下侑大）

▲ プールの中を歩いてごみ
を掃除をします。

 気持ちよく使ってもらうために 気持ちよく使ってもらうために
    ～香美町立香住 B&G海洋センター～    ～香美町立香住 B&G海洋センター～

◀ モップでほこりを集めて
きれいに！

　柴山小学校では、香住第一中学校の生徒 2人が授業

の補助や校庭の掃除を行っていました。　

　草抜きなど環境整備に取り組んでいた北村來
ら い き

輝さんは

「中学校での成長を先生に見て欲しくて柴山小学校を希

望した。児童と全力で一緒に遊べて楽しい」と話してく

れました。

　授業の見学を体験した山本虹
こ こ な

々菜さんは「体験活動は

楽しかったけどあっという間に終わった。後少しだけど

児童たちと全力で遊んであげたい」と楽しそうに語りま

した。　

（文…寺川仁人、写真…中瀬凱信）

▲みんなが使うグラウンドをきれいに！

小学生の笑顔を増やすために頑張る小学生の笑顔を増やすために頑張る
　　　　    ～町立柴山小学校～　　　　    ～町立柴山小学校～

　ジオパークと海の文化館では、文化館の案内や海に流

れ着いたプラスチックごみをたくさん拾うなどの体験が

行われました。

　6月 2日（木）は、香住第一中学校の生徒 5人がイカ

の一夜干しを作っていました。包丁で丁寧に内臓を取っ

て切り開き、あじ
3 3

のある加工品に仕上げていました。

　北村優
ゆ い

衣さんは「イカは一回さばいたことがあったけ

ど、とても難しかったです」と語ってくれました。

（文…中瀬凱信、写真…寺川仁人）

  一生懸命さばいていく！  一生懸命さばいていく！
  ～香美町立ジオパークと海の文化館～  ～香美町立ジオパークと海の文化館～

▲丁寧にイカの内臓を取り除いています。中からアジが出てくることも！

　柴山幼稚園では、香住第一中学校の生徒 2人が園児

たちと一緒に遊んでいました。　

　中村瑠
る い

偉さんは「子どもとコミュニケーションをとる

のが難しいので、その力を得るために柴山幼稚園を希望

した」と話し、園児たちと遊びながら仲良くふれあって

いました。

　園児たちと色水づくりをしていた藤村心
こころ

さんは「最後

までみんなと仲良く悔いのないようにやり切りたい」と

力強く語ってくれました。

（文…寺川仁人、写真…中瀬凱信）

コミュニケーション力を得るためにコミュニケーション力を得るために
～町立柴山幼稚園～～町立柴山幼稚園～

▲園児たちと一緒に楽しく色水づくり
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５
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３
回
目
接
種
か
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５
カ
月
を
経
過
し
た

①
60
歳
以
上
の
人
②
18
歳
以
上
60
歳
未
満

で
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
な
ど
を
対
象
と
す

る
４
回
目
接
種
を
、
６
月
14
日
か
ら
高
齢

者
施
設
な
ど
で
、
７
月
１
日
か
ら
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
を
、
９
日
か
ら
集
団
接

種
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

４
回
目
接
種
に
対
す
る
意
向
調
査
の
結

果
と
、
小
児
（
５
歳
か
ら
11
歳
）
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
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い
合
わ
せ
先

●
問
い
合
わ
せ
先

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

新
型
コ
ロ
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ワ
ク
チ
ン
接
種

対
策
室
（
健
康
課
内
）

対
策
室
（
健
康
課
内
）

　

０
７
９
６
・

　

０
７
９
６
・
3636
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

接種対象人数
（人）

接種者数
（人）

接種率
（％）

総人口接種率
（％）

1 回目

65 歳以上 6,686 6,422 96.1
12 ～ 64 歳 8,599 7,708 89.6
5 ～ 11 歳 795 220 27.7
合計 16,080 14,350 89.2 87.2

2 回目

65 歳以上 6,686 6,399 95.7
12 ～ 64 歳 8,599 7,679 89.3
5 ～ 11 歳 795 213 26.8
合計 16,080 14,291 88.9 86.9

3 回目
65 歳以上 6,346 6,174 97.3
12 ～ 64 歳 7,454 6,103 81.9
合計 13,800 12,277 89.0 74.6

4 回目

60 歳以上 7,287 215 3.0 ※  18 ～ 59歳の接種対象
者数は、基礎疾患があ
る人などで、接種を希
望した人数

18 ～ 59 歳 375 14 3.7

合計 7,662 229 3.0

新新型コロナワクチン接種状況 令和 4年 7月 4日現在

※ 総人口は16,448人（令和4年 1月 1日現在）で算出

４
回
目
接
種
の
希
望
者
は

４
回
目
接
種
の
希
望
者
は
9292
・
２
％

・
２
％

　

今
年
５
月
に
、
３
回
目
接
種
を
完
了
し
た

60
歳
以
上
の
７
２
４
９
人
を
対
象
に
実
施
し

た
『
４
回
目
接
種
の
意
向
調
査
』
で
は
、
６

８
３
９
人
（
94
・
３
％
）
の
人
か
ら
回
答
を

得
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
６
３
０
５
人
（
92
・
２
％
）

の
人
が
４
回
目
接
種
を
希
望
し
、
３
２
８
人

（
４
・
８
％
）
の
人
が
検
討
中
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
希
望
す
る
接
種
方
法
に

つ
い
て
は
、
集
団
接
種
が
64
・
０
％
、
個
別

接
種
が
28
・
６
％
、
高
齢
者
施
設
な
ど
が
７

・
４
％
で
し
た
。

　

集
団
接
種
と
町
内
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
希
望
者
へ
、
６
月
中
旬
に
、
は
が
き
で
接

種
日
程
を
通
知
し
ま
し
た
。
通
知
の
と
お
り
、

集
団
接
種
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ

ン
を
、
町
内
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
は

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

初
回
接
種
や
３
回
目
接
種
が
ま
だ
の
人
は

初
回
接
種
や
３
回
目
接
種
が
ま
だ
の
人
は

今
回
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今
回
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

小
児
の
ワ
ク
チ
ン
は
夏
休
み
に
！

小
児
の
ワ
ク
チ
ン
は
夏
休
み
に
！

●小児（5～ 11 歳）ワクチン接種の実施日

接種場所 1回目 2回目

香住文化会館 7月 30日（土）11:30
～ 11:50 8 月 20 日（土）11:30

～ 11:50

公立村岡病院

7月 19日（火） 13:00 8 月 9日（火） 13:00

8 月 2日（火） 13:00 8 月 23 日（火） 13:00

8 月 8日（月） 13:00 8 月 29 日（月） 13:00

8 月 30 日（火） 13:00 9 月 20 日（火） 13:00

9 月 6日（火） 13:00 9 月 27 日（火） 13:00

●
予
約
方
法

• 

初
回
接
種
…
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

•  

３
回
目
お
よ
び
小
児
の
接
種
…
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
】

　

次
の
ア
ド
レ
ス
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ)

か
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
予

約
サ
イ
ト
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

　

https://jum
p.m

rso.jp/2
8
5
8
5
4
/

【
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

　

０
７
９
６
・
34
・
６
０
０
０
（
平
日
９
時
〜
17
時
）
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国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
接
種
期
間
は
、
本

年
９
月
30
日
ま
で
の
予
定
で
す
。
小
児
に
お

い
て
も
中
等
症
や
重
症
例
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
特
に
基
礎
疾
患
が
あ
る
お
子
さ
ん
は
、

接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
は
通
常
、

12
歳
以
上
の
人
と
同
じ
く
、
３
週
間
の
間
隔

を
空
け
て
２
回
接
種
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
子
ど
も
用
を
使
用
し
ま
す
。

　

４
回
目
接
種
と
し
て
実
施
し
て
い
る
集
団

・
個
別
接
種
と
も
に
、
初
回
接
種
、
３
回
目

接
種
が
ま
だ
の
人
も
接
種
で
き
ま
す
。
ま
た
、

小
児
の
接
種
は
下
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

厚生労働省
ホームページ

５～11歳の子どもへの
接種（小児接種）に
ついてのお知らせ
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まちからのお知らせ

●問い合わせ先
　役場福祉課　

住民税非課税住民税非課税
世帯などに対する世帯などに対する
臨時特別給付金臨時特別給付金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
、
物
価
高
騰
な
ど
に

直
面
す
る
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支
援
と

し
て
、
新
た
に
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
な
ど
に
対
し
、
10

万
円
の
特
別
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。
こ

の
給
付
金
は
全
国
一
律
の
制
度
で
す
。

　

な
お
、
本
給
付
金
は
令
和
４
年
１
月
以

降
実
施
し
て
い
る
給
付
金
で
、
対
象
要
件

の
追
加
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度

非
課
税
世
帯
や
家
計
急
変
に
よ
り
、
既
に

受
給
さ
れ
た
世
帯
は
、
重
複
し
て
の
受
給

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
未
受
給
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
る
受

給
が
可
能
で
す
。

　

本
給
付
金
の
対
象
要
件
に
該
当
す
る
世

帯
で
「
町
か
ら
通
知
が
届
か
な
い
」「
ま

だ
受
給
し
て
い
な
い
」
と
思
わ
れ
る
場
合

は
、
役
場
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
世
帯

　

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
で
す
。
な
お
、
二
重
給
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
４
年
６
月
１
日
）
に
お
い

て
、
世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

②
家
計
急
変
世
帯

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
家
計
が
急
変
し
、
①
の
世
帯
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

　

※ 

左
の
早
見
表
を
参
考
に
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
付
金
額

　

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
（
世
帯
主
に
対
し

支
給
）

●
申
請
手
続

①
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
主
に
対
し
、
６
月

22
日
付
け
で
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

必
要
事
項
な
ど
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限

は
９
月
26
日
（
月
）
で
す
。

②
住
民
税
非
課
税
世
帯

• 

令
和
３
年
度
非
課
税
世
帯

• 

未
申
告
世
帯
（
令
和
３
・
４
年
度
）

•  

転
入
者
（
令
和
３
年
12
月
10
日
以
降
の

転
入
者
が
属
す
る
世
帯
）

　

【
提
出
書
類
】

•  
申
請
書
（
役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域

局
で
配
布
）

•  

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
表
面
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
の
写
し
）

• 

受
取
口
座
の
通
帳
な
ど
の
写
し

●②家計急変世帯の早見表（収入が限度額より高い場合、所得額による算出も可）

扶養している親族の状況
限度額

年間収入見込額 年間所得見込額

単身または扶養親族がいない場合 93万円 （7万 7,500 円／月） 38万円

配偶者・扶養親族など被扶養者が 1名の場合 137 万 8,000 円（11万4,833円／月） 82万 8,000 円

配偶者・扶養親族など被扶養者が 2名の場合 168 万円 （14万円／月） 110 万 8,000 円

配偶者・扶養親族など被扶養者が 3名の場合 209 万 7,000 円（17万4,750円／月） 138 万 8,000 円

配偶者・扶養親族など被扶養者が 4名の場合 249 万 7,000 円（20万8,083円／月） 166 万 8,000 円

配偶者・扶養親族などに扶養者が 5名の場合 289 万 7,000 円（24万1,416円／月） 194 万 8,000 円      
障害者、未成年、寡婦、ひとり親の場合 204 万 3,000 円 （17万 250 円／円） 135 万円

【
注
意
】

　

①
、
②
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
世
帯

全
員
が
住
民
税
課
税
者
の
扶
養
親
族
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
中
の
収
入
が
未
申
告

の
人
の
属
す
る
世
帯
は
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
未
申
告
の
人
は
収
入
の
申
告
が
必

要
で
す
。

•  

確
定
申
告
書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書
の

写
し
（
未
申
告
の
人
）

•  

令
和
４
年
度
の
住
民
税
非
課
税
証
明
書

（
世
帯
に
令
和
４
年
１
月
２
日
以
降
に

転
入
し
た
人
が
い
る
場
合
）

③
家
計
急
変
世
帯

　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
は
、
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

申
請
書
の
提
出
期
限
は
９
月
30
日
（
金
）

ま
で
で
す
。

　

【
提
出
書
類
】

•  

申
請
書
（
役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域

局
で
配
布
）

•  

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
表
面
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
の
写
し
）

• 

受
取
口
座
の
通
帳
な
ど
の
写
し

•  

簡
易
な
収
入
（
所
得
）
見
込
額
申
立
書

（
役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局
で
配

布
）

　

※ 

令
和
４
年
１
月
以
降
、
申
請
月
ま
で
の

任
意
の
１
カ
月
の
収
入
（
所
得
）
が
確

認
で
き
る
書
類
（
給
与
明
細
書
、
年
金

振
込
通
知
な
ど
の
写
し
）、
事
業
収
入
、

不
動
産
収
入
に
係
る
経
費
の
金
額
が
分

か
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先

　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局

町ホームぺージ
住民税非課税世帯等に
対する臨時特別給付金

　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和４年１月以降の任意の１カ月の収入額に
12を掛けた年間収入見込額もしくは年間収入見込額から経費などを控除した年間所得見込
額が右の限度額以内となる場合は、家計急変世帯の対象となると考えられます。
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まちからのお知らせ

●問い合わせ先
　役場福祉課
　厚生労働省コールセンター
　℡ 0120・400・903　

子育て世帯子育て世帯
生活支援生活支援
特別給付金特別給付金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
、
食
費
な
ど
の
物
価

高
騰
な
ど
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
の
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。
こ
の
給
付
金
は
、
全
国
一
律
の
制
度

で
す
。

　

支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
役
場
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
ひ

と
り
親
世
帯
な
ど
の
人

※ 

父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

① 

令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
人（
６
月
29
日
支
給
済
）

② 

公
的
年
金
（
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
老

齢
年
金
・
労
災
年
金
・
遺
族
補
償
な
ど
）

を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
４

年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
な
い
人
で
、
令
和
２
年
中
の
収
入

額
が
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
制
限
限
度
額

未
満
の
人

　

※ 

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と

し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
人
だ
け
で
な

く
、
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し
て
い

れ
ば
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
全
額

ま
た
は
一
部
停
止
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

③ 

令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
は
受

給
し
て
い
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
と
同
じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
人

●
支
給
額

　

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

　

※ 

児
童
と
は
、
18
歳
を
迎
え
た
後
、
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
（
障

害
の
状
態
に
あ
る
児
童
は
、
20
歳
未
満

の
人
）

●
申
請
手
続

　

対
象
者
②
ま
た
は
③
に
該
当
す
る
人
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
③
に
該
当
す
る
人
は
、

収
入
が
減
少
し
て
い
る
旨
の
申
請
を
簡
易
な

方
法
で
行
い
ま
す
。
申
請
書
な
ど
は
、
役
場

福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局
で
配
布
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

• 

給
付
金
申
請
書
（
請
求
書
）

•  

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
表
面
）、運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

• 

受
取
口
座
の
通
帳
な
ど
の
写
し

•  

申
請
者
お
よ
び
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

（
抄
本
）

　

※ 

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
に

つ
い
て
県
か
ら
認
定
を
受
け
て
い
る
場

合
は
不
要

•  

簡
易
な
収
入
（
所
得
）
額
申
立
書
（
申
請

者
・
扶
養
義
務
者
）

　

※ 

対
象
者
②
に
該
当
す
る
人
は
、
令
和
２

年
中
の
収
入
（
所
得
）
に
係
る
給
与
明

細
書
、
年
金
振
込
通
知
書
な
ど
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※ 

対
象
者
③
に
該
当
す
る
人
は
、
令
和
２

年
２
月
以
降
、
申
請
月
ま
で
の
任
意
の

１
カ
月
分
の
収
入
（
所
得
）
に
係
る
給

与
明
細
書
、
年
金
振
込
通
知
書
な
ど
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
月

に
可
能
な
限
り
近
接
し
た
月
を
選
定
し

て
く
だ
さ
い
）。

●
申
請
期
間

　

令
和
４
年
６
月
１
日
〜
令
和
５
年
２
月
28
日

●
提
出
先

　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局（
郵
送
可
）

●
支
給
日

　

申
請
書
受
付
審
査
後
、
随
時
支
給
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
分

ひ
と
り
親
世
帯
分

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分

●
対
象
者

　

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

① 

令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
手
当
受
給
者
ま

た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
令
和

４
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
人

② 

平
成
16
年
４
月
２
日
（
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
算
定
基
礎
と
な
っ
て
い
る
児
童
は
平

成
14
年
４
月
２
日
）
か
ら
令
和
５
年
２
月

28
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育
す
る

父
母
な
ど
（
里
親
含
む
）
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

•  

令
和
４
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

の
人

•  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
令
和
４
年

１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
住
民
税
非
課

税
相
当
と
な
っ
た
人
（
家
計
急
変
者
）

※ 

ひ
と
り
親
世
帯
分
の
給
付
金
を
受
け
取
っ

た
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
支
給
額

　

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

●
申
請
手
続

　

対
象
者
①
に
該
当
す
る
人

　

申
請
不
要
で
、
対
象
者
に
は
す
で
に
案
内

文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
（
返
信
不
要
）。

　

対
象
者
②
に
該
当
す
る
人

　

申
請
が
必
要
で
、
申
請
書
は
役
場
福
祉
課

ま
た
は
各
地
域
局
で
配
布
し
ま
す
。
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■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
早

め
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
を
さ

れ
な
い
場
合
、
本
給
付
金
を
速
や
か
に
支

給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
提
出
書
類
（
対
象
者
②
に
該
当
す
る
人
）

• 
給
付
金
申
請
書
（
請
求
書
）

　

※ 

公
務
員
は
、
勤
務
先
で
の
児
童
手
当
受

給
状
況
証
明
が
必
要
で
す
。

•  

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
表
面
）、運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

• 

受
取
口
座
の
通
帳
な
ど
の
写
し

•  

申
請
者
の
世
帯
の
状
況
、
給
付
金
対
象
児

童
と
の
関
係
性
を
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し
（
必
要
な
場
合
の
み
）

　

※ 

世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
添
付
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•  

簡
易
な
収
入
（
所
得
）
見
込
額
申
立
書
（
家

計
急
変
者
の
み
）

　

※ 

令
和
４
年
１
月
以
降
、
申
請
月
ま
で
の

任
意
の
１
カ
月
分
の
収
入
（
所
得
）
が

確
認
で
き
る
書
類
（
給
与
明
細
書
、
年

金
振
込
通
知
書
な
ど
の
写
し
）、
事
業

収
入
、
不
動
産
収
入
に
係
る
経
費
の
金

額
が
分
か
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
請
期
間

　

令
和
４
年
７
月
１
日
〜
令
和
５
年
２
月
28

日
（
令
和
５
年
２
月
中
に
生
ま
れ
た
児
童
分

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月
15
日
）

●
提
出
先

　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局（
郵
送
可
）

●
支
給
日

• 

対
象
者
①
に
該
当
す
る
人

　

７
月
15
日
に
児
童
手
当
ま
た
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
受
取
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

• 

対
象
者
②
に
該
当
す
る
人

　

申
請
書
受
付
審
査
後
、
随
時
支
給
し
ま
す
。

　

市
町
村
や
厚
生
労
働
省
を
か
た
っ
た
不

審
な
電
話
な
ど
が
あ
っ
た
時
は
、
美
方
警

察
署
や
役
場
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意
を
！

「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意
を
！

町ホームぺージ
低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金

ひとり親世帯分ひとり親世帯以外の
低所得の子育て世帯分

●問い合わせ先
　町教育委員会こども教育課

学校閉庁日学校閉庁日
をを

実施します実施します

　

町
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
は
、
教

職
員
の
休
暇
取
得
を
促
進
し
、
心
身
の
健
康

の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
、お
盆
の
期
間（
本
年
度
は
８
月
13
日（
土
）

〜
15
日
（
月
））
を
学
校
閉
庁
日
（
教
職
員

が
一
斉
に
年
次
休
暇
な
ど
を
取
得
し
学
校
に

勤
務
し
な
い
日
）
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
体
育
館
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
施
設
利
用
は
従
来
ど
お

り
可
能
で
す
。
ま
た
、
学
校
閉
庁
日
に
各
学

校
へ
緊
急
に
連
絡
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

町
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

町ホームページ
人権に関する作品
募集のお知らせ

●問い合わせ先
　役場町民課人権推進室

人権ポスター・人権ポスター・
標語・作文を標語・作文を
募集します募集します

　

町
と
町
教
育
委
員
会
、
人
権
教
育
研
究
協

議
会
で
は
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
人
権
啓
発
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
人
権
に
関
す

る
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
、
作
文
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

•  

町
内
の
小
・
中
・
高
校
、
特
別
支
援
学
校

の
児
童
、
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

• 

町
内
在
住
者

●
作
品
テ
ー
マ

① 

真
に
町
民
相
互
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
町

の
あ
り
方
や
、
町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る

② 

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
（
同
和
問
題
、
女
性
、

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
）
に
つ
い
て
正
し

く
認
識
し
、
そ
の
解
消
の
方
法
を
考
え
る

③ 

身
近
な
生
活
か
ら
、
人
権
尊
重
の
生
き
方

を
考
え
る

④ 

誰
も
が
大
切
に
さ
れ
、
安
心
で
安
全
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考
え
る

●
応
募
方
法

　

９
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
町
民
課
人

権
推
進
室
ま
た
は
各
地
域
局
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
作
品
の
規
格
や
文
字
数
、
作
品

票
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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※ 資格および免許を取得する見込みの人が取得期限までに資格などを取得でき
なかった場合、試験に合格しても採用される資格を失います。

▼職種、採用予定人数、受験資格など

職種
採用予定人数

勤務先
主な業務内容 受験資格など

一般事務職一般事務職

3 人程度
　役場本庁舎や各地域
局などで一般行政の業
務に従事します。

　平成 8年 4月 2日以降に生まれた
人で、高等学校以上の学校を卒業し
た人または令和 5年 3 月 31 日まで
に卒業見込みの人

医療事務職医療事務職

1 人 　公立香住病院で医療
事務に従事します。 　同上

一般事務職（社会人経験者）一般事務職（社会人経験者）

若干人
　役場本庁舎や各地域
局などで一般行政の事
務に従事します。

　昭和 60 年 4 月 2 日から平成 2年
4月 1日までに生まれた人

土木職（初級職）土木職（初級職）

若干人

　建設課、上下水道課
などに配属され、工事
の設計、施工管理など
の業務に従事します。

　昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれ
た人で、高等学校以上の学校を卒業
した人または令和 5年 3 月 31 日ま
でに卒業見込みの人

保健師保健師

若干人
　役場本庁舎や各地域
局などで保健指導など
の業務に従事します。

　昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれ
た人で、保健師の免許を持つ人また
は令和 5年 3 月 31 日までに実施さ
れる国家試験で保健師の免許を取得
見込みの人

社会福祉士社会福祉士

1 人

　役場本庁舎や各地域
局などで福祉に関する
相談などの業務に従事
します。

　昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれ
た人で、社会福祉士の免許を持つ人
または令和 5年 3 月 31 日までに実
施される国家試験で社会福祉士の免
許を取得見込みの人

●
職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格
な
ど

　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

●
採
用
予
定
日

　

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降

●
試
験

【
第
１
次
試
験
】

• 

と
き

 　

９
月
18
日
（
日
）
10
時
〜 

• 

と
こ
ろ

　

役
場
本
庁
舎

• 

内
容

　

① 

一
般
事
務
職
、
医
療
事
務
職
、
土
木
職
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
…
教
養
、
作
文
、

事
務
能
力
試
験
、
性
格
検
査

　
　

※ 

土
木
職
は
作
文
試
験
に
替
え
て
専
門

試
験
を
行
い
ま
す
。

　

② 

一
般
事
務
職
（
社
会
人
経
験
者
）
…
社

会
人
基
礎
試
験
、
作
文
試
験

【
第
２
次
試
験
】

• 

と
き
、
と
こ
ろ

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
個
別
に
通
知

• 

内
容
（
予
定
）

　

① 

一
般
事
務
職
、
医
療
事
務
職
、
土
木
職
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
…
グ
ル
ー
プ
討

議
お
よ
び
個
別
面
接

　

② 

一
般
事
務
職
（
社
会
人
経
験
者
）
…
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
個
別
面
接

●
申
込
方
法

① 

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
交
付
は
役
場

お
よ
び
各
地
域
局
で
行
い
ま
す
。
郵
送
を

　

町
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
な

か
、「
こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な

ぐ
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

と
地
方
創
生
を
目
指
し
、
次
の
と
お
り
正

規
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
般
事
務
職
で
は
、
26
歳
ま
で
の
新
卒

・
若
年
層
枠
と
社
会
人
経
験
者
枠
を
設
け
、

新
し
い
発
想
や
知
識
と
経
験
を
生
か
せ
る

人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
工
事
の
設
計
、
施
工
管
理

な
ど
を
行
う
土
木
職
、
町
民
の
保
健
指
導

な
ど
を
行
う
保
健
師
、
福
祉
や
医
療
の
相

談
、
援
助
を
行
う
社
会
福
祉
士
、
公
立
香

住
病
院
で
医
療
事
務
に
従
事
す
る
医
療
事

務
職
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
強
い
意
欲
と
熱

意
を
持
ち
、
常
に
町
民
目
線
で
物
事
を
考

え
、
町
の
発
展
の
た
め
に
町
民
と
協
働
で

き
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

希
望
す
る
場
合
は
、
１
４
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
号
）
を
同
封

し
、
役
場
総
務
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

受
験
申
込
書
を
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

●
提
出
期
限

　

８
月
５
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
の
場
合
は
８
月
５
日
（
金
）
必
着
）。

●
職
員
採
用
説
明
会
（
要
申
込
）

• 

と
き

　

７
月
24
日
（
日
）
14
時
〜

• 

と
こ
ろ

　

役
場
本
庁
舎

※ 

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

役
場
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

考
慮
し
、
実
施
内
容
を
変
更
ま
た
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町ホームページ
令和5年度採用

香美町職員採用試験案内

●問い合わせ（提出）先
　役場総務課

香美町香美町
正規職員正規職員
募集募集



9 －広報 ふるさと香美 2022.7

KAMI INFORMATION

●
試
験
（
全
職
種
）

• 

と
き

　

８
月
21
日
（
日
）

　

※
時
間
は
応
募
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

• 

と
こ
ろ

 　

公
立
香
住
病
院

• 

内
容

 　

 

能
力
検
査
、
性
格
検
査
お
よ
び
個
別
面
接

を
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
・
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
、
ま

た
は
免
許
・
資
格
取
得
見
込
証
明
書
を
添
付

し
て
同
病
院
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

●
申
込
受
付
時
間
・
期
限

　

８
月
８
日
（
月
）
ま
で
の
平
日
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
の
場
合
は
８
月
８
日
（
月
）
必
着
）。

● 

職
種
、
採
用
予
定
人
数

　

 

①
臨
床
検
査
技
師
…
１
人

　

②
臨
床
工
学
技
士
…
１
人

　

③
看
護
師
…
若
干
人

●
受
験
資
格
な
ど

　

①
② 

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

臨
床
検
査
技
師
ま
た
は
臨
床
工
学
技

士
の
資
格
を
持
つ
人
、
ま
た
は
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人

　

 

③  

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

看
護
師
の
免
許
を
持
つ
人
、
ま
た
は

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人

　

※ 

期
限
ま
で
に
免
許
・
資
格
を
取
得
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
試
験
に
合
格
し
て
も

採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

●
採
用
予
定
日

　

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降

　

令
和
４
年
度
中
途
採
用
の
職
員
も
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
立
香
住
病
院
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公立香住病院ホームぺージ
職員募集ページ

●問い合わせ（提出）先
　公立香住病院

公立香住病院公立香住病院
正規職員正規職員
募集募集

●問い合わせ先
　役場企画課

鉄道を利用して鉄道を利用して
公共交通を公共交通を
守りましょう守りましょう

●
交
付
対
象
者

• 

本
町
内
に
住
所
が
あ
る
人

•  

本
町
内
の
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
（
住
所

が
町
外
に
あ
る
人
も
含
む
）

●
対
象
経
費
・
助
成
額

　

町
内
の
駅
を
出
発
地

・
到
着
地
と
し
て
、
２

人
以
上
で
鉄
道
を
往
復

利
用
す
る
場
合
に
一
人

当
た
り
５
０
０
０
円
を

上
限
に
利
用
料
金
の
半

額
を
助
成
し
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

鉄
道
を
利
用
し
て
か

ら
30
日
以
内
に
申
請
書

兼
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
鉄
道
の
利

用
と
対
象
経
費
が
確
認

で
き
る
資
料
を
添
え
て

役
場
企
画
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

鉄
道
利
用
促
進
助
成
金

鉄
道
利
用
促
進
助
成
金

　

鉄
道
や
路
線
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
は
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
で
利

用
す
る
人
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
交
通
手
段
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
公

共
交
通
機
関
、特
に
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
）
は
「
運

行
し
て
い
る
の
は
当
た
り
前
」
と
い
う
状

況
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
６
月

24
日
に
は
兵
庫
県
、
沿
線
自
治
体
お
よ
び

Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
は
じ
め
と
し
た
交
通
事
業

者
で
構
成
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ
ル
線
維

持
・
利
用
促
進
検
討
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
、
鉄
道
の
利
用
促
進
策
や
今
後
の
鉄
道

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
議
論
が
本
格

的
に
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

鉄
道
の
廃
止
や
バ
ス
な
ど
に
よ
る
代
替

え
輸
送
手
段
の
導
入
を
防
ぐ
た
め
、
地
域

の
公
共
交
通
機
関
は
自
分
た
ち
の
手
で
守

る
意
識
を
持
ち
、
鉄
道
利
用
促
成
助
成
金

を
活
用
し
て
鉄
道
を
積
極
的
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
！

行き先 往復利用料金 助成金額 備考

豊岡駅 2,360 円 1,180 円

鳥取駅 3,960 円 1,980 円

姫路駅 1,7040 円 6,000 円 特急はまかぜ利用

大阪駅 25,800 円 8,000 円 特急はまかぜ利用

▼香住駅発着時の助成金の例（2人利用の場合）

　

「
乗
車
記
念
印
」
の
押
印
を
受
け
た
乗
車
券
、

特
急
券
お
よ
び
整
理
券
、
ま
た
は
列
車
内
で
撮

影
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
画
像
と
な
り
ま
す
（
乗
車

券
お
よ
び
特
急
券
な
ど
の
コ
ピ
ー
は
不
可
）。

　

「
乗
車
記
念
印
」
は
有
人
駅

の
場
合
は
改
札
、
無
人
駅
の
場

合
は
列
車
内
で
乗
務
員
に
持
ち

帰
り
を
申
し
出
る
こ
と
で
押
印

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
添
付
資
料
に
つ
い
て
】

▲乗車記念印の例
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新
た
に

新
た
に
7070
歳
に
な
る
人
は

歳
に
な
る
人
は

　

70
歳
に
な
る
月
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
そ

の
前
月
）
の
下
旬
に
、
医
療
機
関
で
の
負
担

割
合
が
記
載
さ
れ
た
「
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

受
診
の
際
は
被
保
険
者
証
と
同
様
に
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

●問い合わせ先

　役場健康課

　各地域局

国民健康保険国民健康保険
被保険者証の被保険者証の

更新更新

８
月
１
日

８
月
１
日
に
被
保
険
者
証

に
被
保
険
者
証

　

新
し
い
被
保
険
者
証
を
、
７
月
下
旬
に
世

帯
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
全
員

分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

●
お
手
元
に
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

　

記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
、
人
数
分

が
あ
る
か
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
間
違
い
や

不
明
な
点
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
役
場
健
康

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
有
効
期
限
切
れ
の
証
に
つ
い
て

　

現
在
発
行
済
み
の
被
保
険
者
証
お
よ
び
限

度
額
適
用
認
定
証
な
ど
有
効
期
限
の
切
れ
た

旧
証
は
、
裁
断
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に

届
い
た
と
き
は

届
い
た
と
き
は

　

国
保
か
ら
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
（
扶
養
を
含
む
）
は
、
異
動
の
あ
っ
た
日

か
ら
14
日
以
内
に
、
役
場
健
康
課
で
資
格
喪

失
の
手
続
き
を
行
い
、
国
保
の
被
保
険
者
証

を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

新
し
い
勤
務
先
が
国
保
の
資
格
喪
失
手
続

き
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本

人
や
家
族
が
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

国民健康保険国民健康保険
税率の決定税率の決定

●問い合わせ先

　役場税務課

　各地域局

●
税
額
の
算
定
方
法

　

国
保
税
は
国
保
加
入
者
の
年
齢
に
よ
り
算

定
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

･
40
歳
未
満
…
①
＋
②

･
40
歳
以
上
65
歳
未
満
…
①
＋
②
＋
③

･
65
歳
以
上
75
歳
未
満
…
①
＋
②

　
　
　

（
介
護
保
険
料
は
別
に
賦
課
）

●
税
額
の
軽
減

　

世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）
お
よ
び

そ
の
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
令
和
３
年
中
の

所
得
の
合
計
が
基
準
以
下
の
場
合
は
、
均
等

割
額
と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す（
表
２
）。

　

た
だ
し
、
こ
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

区分
①

医療給付費分

②

後期高齢者支援金分

③

介護納付金分

所　得　割 4.79％ 2.71％ 2.61％

均　等　割 20,160 円 10,560 円 13,920 円

平　等　割 14,960 円 7,800 円 7,120 円

課税限度額 65万円 20万円 17万円

（表 1）令和 4年度 国保税 税率表

　

令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）

の
税
率
が
表
１
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

課
税
限
度
額
は
医
療
給
付
費
分
が
65
万

円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
20
万
円
、

介
護
納
付
金
分
が
17
万
円
と
な
り
ま
す
。

一
斉
更
新
を
行
い
ま
す

一
斉
更
新
を
行
い
ま
す

町ホームページ
国民健康保険制度

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
に
つ
い
て

健
康
保
険
証
利
用
に
つ
い
て

　

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
で
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
設
置
さ
れ
た
医
療
機
関
・
薬
局
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
受
診
の
際
は
健

康
保
険
証
の
持
参
も
お
願
い
し
ま
す
。

町ホームページ
令和４年度

国民健康保険税

＜区分ごとの算出方法＞
• 所得割額＝（令和 3年中の総所得金額など－基礎控除額 43万円）× 税率
• 均等割額＝国保加入者１人にかかる定額
• 平等割額＝国保加入世帯にかかる定額

基準所得 軽減割合

43 万円＋ 10 万円×（給
与所得者などの数－ 1）

7割

43万円＋ 28 万 5,000 円×（被保険
者数＋特定同一世帯所属者数※）＋
10万円×（給与所得者などの数－ 1）

5 割

43万円＋ 52万円×（被保険者数＋
特定同一世帯所属者数※）＋ 10 万
円×（給与所得者などの数－ 1）

2 割

（表 2）所得による軽減割合

※特定同一世帯所属者とは…
　 国保から後期高齢者医療制度に移行した後も継続
して同一の国保世帯にいる人
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●
受
け
ら
れ
る
制
度

①
全
額
免
除
・
一
部
免
除

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、
災
害
ま

た
は
失
業
・
倒
産
・
廃
業
な
ど
の
理
由
が
あ

る
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
全

額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
（
４
分
の
３
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
）
に
な
り
ま
す
。

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保

険
料
の
納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、

不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き

や
死
亡
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

町ホームページ
国民年金保険料の
免除・納付猶予制度

●問い合わせ先
　役場町民課

国民年金保険料国民年金保険料
免除・猶予免除・猶予
申請受付申請受付

　

た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
、
減
額
さ
れ

た
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
一
部
免
除
が
無

効
と
な
り
、「
未
納
期
間
」
と
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予

　

50
歳
未
満
の
本
人
と
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

• 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

•  

年
金
手
帳
な
ど
（
基
礎
年
金
番
号
が
分
か

る
も
の
）

【
失
業
の
場
合
】

•  「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
」
や
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
な
ど
の
写
し

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

　

よ
る
臨
時
特
例
措
置

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

収
入
源
と
な
る
業
務
の
喪
失
や
売
り
上
げ
の

減
少
な
ど
が
生
じ
て
所
得
が
相
当
程
度
ま
で

下
が
っ
た
場
合
は
、
臨
時
特
例
措
置
と
し
て

本
人
申
告
の
所
得
見
込
額
を
用
い
た
簡
易
な

手
続
き
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申

請
が
可
能
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
下
旬
に
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日

か
ら
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
以
降
の
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
被
保
険
者
の
令
和
３
年
中
の
所

得
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
令
和
４
年
度
の
住
民

税
課
税
所
得
額
と
、
令
和
３
年
中
の
収
入
額

を
も
と
に
計
算
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯

状
況
の
異
動
や
所
得
の
更
正
に
よ
り
、
随
時

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び
限
度
額
適
用

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
「
認
定

証
」）
の
更
新
時
期
も
毎
年
８
月
１
日
で
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月
以
降
も

引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、
新
し
い
認

定
証
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
な
ど
は

被
保
険
者
証
な
ど
は

８
月
１
日
（
月
）

８
月
１
日
（
月
）
に
更
新
で
す

に
更
新
で
す

●問い合わせ先
　役場健康課

後期高齢者後期高齢者
医療制度の医療制度の
お知らせお知らせ

今
年
は
、
７
月
と
９
月
の
２
回

今
年
は
、
７
月
と
９
月
の
２
回

新
し
い
被
保
険
者
証
を
発
送
し
ま
す

新
し
い
被
保
険
者
証
を
発
送
し
ま
す

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、
医
療
費
の
窓

口
負
担
割
合
に
新
た
に
「
２
割
」
が
追
加
さ

れ
、「
１
割
」「
２
割
」「
３
割
」
の
３
区
分

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
一
定
以
上
所
得
が
あ

る
人
は
、
現
役
並
み
所
得
者
（
３
割
負
担
）

を
除
き
、
自
己
負
担
割
合
が
「
２
割
」
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
現
役
並
み
所
得
者
（
３
割

負
担
）
の
条
件
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
変
更
に
よ
り
、
今
年
は
被
保
険
者
証

の
更
新
が
２
度
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
１
回
目
の
送
付
に
つ
い
て
（
７
月
）

　

令
和
４
年
７
月
末
ま
で
に
簡
易
書
留
で

「
１
割
」
ま
た
は
「
３
割
」
の
被
保
険
者
証

を
送
付
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
令
和
４
年
９

月
30
日
で
す
。

●
２
回
目
の
送
付
に
つ
い
て
（
９
月
）

　

令
和
４
年
９
月
末
ま
で
に
簡
易
書
留
で

「
１
割
」、「
２
割
」
ま
た
は
「
３
割
」
の
被

保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
令
和
５
年
７

月
31
日
で
す
。

※ 

７
月
と
９
月
の
い
ず
れ
も
、
被
保
険
者
全

員
を
対
象
に
発
送
し
ま
す
。

町ホームページ
後期高齢者医療制度
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活活費費 相相談

【事例】

　自宅に業者が訪れ「2024

年にアナログ回線が無くな

るので光回線の契約をした

方が良い。工事が必要だが、

今なら無料でできる」と言

われた。よく分からなかっ

たので、曖昧な返事をした。

後日「工事日を調整する」

と電話があった。契約して

いないと伝えたが、今日契

約書が届いた。

　契約はしていない。

「固定電話が使えなくなる」に要注意！
～電話契約に関する便乗勧誘～

意！意！

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

【ひとことアドバイス】

● 「固定電話やアナログ回線が使えなくなる」といった通信事業者

の設備改修に伴う便乗勧誘です。

● 現在予定されている固定電話の設備改修に伴う局内設備切替は、

利用者側の手続きや自宅での工事は不要です。利用中の電話機や

電話番号はそのまま利用できます。

● 曖昧な返事はせず、不要な場合はきっぱりと断りましょう。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知

ら
せｅｃｏ

家庭でできる！食品ロス削減のポイント家庭でできる！食品ロス削減のポイント

食材を「買い過ぎず」「使い切る」「食べきる」食材食材を「を「買買い

ポイント１ポイント１

　値段が安いからといって食材を買い過ぎたり、在

庫があるのを忘れて同じ食材を買ってしまったりす

ることは、結局使い切れずに食材を腐らせてしまう

原因にもなります。

　そんな無駄を防ぐためにも、買い物の前には食品

の在庫を確認し、必要なものだけを買うようにしま

しょう。特に、野菜や生ものなどの傷みやすい食材

には有効です。また、買ったものは使い切る・食べ

切るようにしましょう。

残った食材は別の料理に活用残残 た食た食材材は

ポイント２ポイント２

　食べ残しなどを減らすために、料理は食べられる

量だけつくるようにしましょう。

　食べ切れずに残ってしまった場合は、冷蔵庫に保

存し、早めに食べましょう。

　また、中途半端に残ったら別の料理に活用するな

ど、食べ切る工夫をしてみましょう。

「賞味期限」と「消費期限」の違いを理解「賞賞味期味期限限」と

ポイント３ポイント３

　「消費期限」は、品質の劣化が早い食品に表示さ

れている「食べても安全な期限」のため、それを過

ぎたものは食べないほうが安全です。

　「賞味期限」は、長期間保存ができる食品に表示

されている「おいしく食べら

れる期限」であり、それを過

ぎてもすぐに食べられなくな

るわけではありません。賞味

期限を過ぎた食品については、

見た目や臭いなどで食べられ

るかを個別に判断しましょう。

、

。

 　町内で自営業者を狙った自営業者を狙った、執拗な光回線契約

の勧誘トラブルが発生しています。店舗契約は

消費者保護制度のクーリング・オフができませ

ん。曖昧な返事で契約となり、違約金を請求さ

れる場合もあるので注意しましょう。

悪質な工事業者に

注意してください！
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香美町香美町
地域おこし地域おこし
協力隊日記協力隊日記

第57話第 57話

　

初
め
ま
し
て
、
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
福
井
功こ

う

い

ち一
で
す
。

私
の
出
身
は
大
阪
府
で
、
こ
れ
ま
で
２
年
間
、

山
口
県
で
観
光
農
園
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
私
の
普
段
の
活
動
内
容
と
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
な
っ
た
経
緯
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
、
私
の
活
動
は
、
香
美
町
で

作
ら
れ
て
い
る
梨
の
技
術
を
承
継
す
る
こ
と
、

但
馬
で
作
ら
れ
た
新
品
種
『
な
し
お
と
め
』

を
主
軸
に
、
香
美
町
の
梨
を
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
で
す
。

　

私
は
２
年
前
、
就
職
活
動
で
香
美
町
の
梨

に
出
会
い
、
収
穫
体
験
を
通
じ
て
香
美
町
の

人
の
温
か
さ
を
感
じ
、
好
き
だ
っ
た
梨
を
こ

こ
で
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
部
の
作
業
を
体
験
し
た
だ

け
で
農
家
に
な
る
と
い
う
判
断
を
下
す
の
は

あ
ま
り
に
も
軽
率
だ
と
思
い
、
将
来
や
っ
て

み
た
い
観
光
農
園
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

百
姓
は
「
百
の
姓
（
仕
事
）」
で
百
姓
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
農
機
具
の
使

い
方
や
修
理
の
方
法
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

建
設
方
法
や
梨
棚
の
張
り
方
な
ど
、
植
物
を

育
て
る
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り
、

観
光
農
園
で
は
百
に
近
い
ほ
ど
の
仕
事
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
就
職
か
ら
２
年
が
経
ち
、
香
美
町

で
梨
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
で
き
た
と
聞

き
、
私
は
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

観
光
農
園
で
得
た
知
識
や
経
験
は
貴
重
な

も
の
で
し
た
が
、
香
美
町
の
こ
と
も
梨
の
こ

と
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

今
後
も
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。▲梨の摘果作業に汗を流す福井隊員

　

今
回
は
、
今
年
４
月
に
町
内
に
日
中
一

時
支
援
事
業
所
を
開
設
し
た
「
み
つ
ぼ
し

・
み
か
た
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

日
中
一
時
支
援
事
業
と
は
、
障
害
の
あ

る
人
ま
た
は
障
害
の
あ
る
児
童
を
一
時
的

に
預
か
り
、
見
守
り
な
ど
の
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
（
児
）
の
活
動
の

場
の
確
保
や
そ
の
家
族
の
就
労
支
援
、
介

護
負
担
の
軽
減
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　

「
み
つ
ぼ
し
・
み
か
た
」
は
村
岡
区
和
田
、

兵
庫
県
立
出
石
特
別
支
援
学
校
み
か
た
校

の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
を
対
象
に
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。
定
員
は
10
人
で
、

現
在
５
人
程
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
終
了
後
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
宿

題
・
制
作
・
個
別
課
題
・
自
由
な
遊
び
な

ど
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
時
間
は
、
学
校
終
了
後
か
ら
17
時

ま
で
で
、
夏
休
み
な
ど
の
休
校
日
は
、
９

時
か
ら
16
時
30
分
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　

送
迎
は
事
業
所
か
ら
村
岡
地
域
局
お
よ

び
香
美
町
役
場
を
拠
点
と
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
者
の
中な

か

し

ま島
雅ま

さ

き紀
さ
ん
は
「
子
ど
も

た
ち
、
保
護
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
、
楽

し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
に
し
た
い

で
す
。
職
員
一
同
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

♥♥
♥応援隊応援隊

地域福祉地域福祉

問い合わせ先　役場福祉課問い合わせ先　役場福祉課

　

町
で
は
、
障
害
者
の
自
立
支
援
と
支

援
体
制
の
強
化
を
目
的
と
す
る
香
美
町

障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
を
設
置

し
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
障
害
福
祉
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲「みつぼし・みかた」の外観
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けけ
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ここ
うう広

場
広
場
●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
〝
健
幸
〞
に
な
ろ
う
！

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
〝
健
幸
〞
に
な
ろ
う
！

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
元
気
で
い
き
い
き
と

し
た
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
に
、
運
動
習
慣
の

き
っ
か
け
づ
く
り
や
習
慣
に
な
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
の
目
標
を
立
て
て
、
実
践
、
記
録
す

る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
、
貯
め
た
ポ
イ

ン
ト
を
景
品
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
、
８
４
９
人
が
健
幸○
ポ
イ

ン
ト
事
業
に
参
加
し
、
５
２
４
人
が
ポ
イ

ン
ト
を
交
換
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
現

在
７
３
０
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

健健
幸幸○○
ポ
イ
ン
ト
事
業
っ
て
何
で
す
か
？

ポ
イ
ン
ト
事
業
っ
て
何
で
す
か
？

町ホームぺージ

令和 4年度 香美町

健幸ポイント事業

〜〜  
健健
幸幸○○
ポ
イ
ン
ト
事
業
参
加
者
募
集
中

ポ
イ
ン
ト
事
業
参
加
者
募
集
中  

〜〜

参
加
の
流
れ

参
加
の
流
れ

②
運
動
目
標
を
立
て
て
実
践
！

　

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

• 
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
運
動
の
例

　

 
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
体
操
、

筋
ト
レ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

• 

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
期
間

　

令
和
４
年
４
月
１
日
〜
12
月
16
日

③
景
品
に
交
換
す
る

• 

申
請
期
間

　

令
和
４
年
12
月
１
日
〜
12
月
末

• 

昨
年
度
の
景
品
例

　

 

町
指
定
ご
み
袋
、
健
康
診
査
助
成
券
、

洗
濯
用
洗
剤
セ
ッ
ト
、
調
味
料
セ
ッ
ト

な
ど

　

健
幸○
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
し
た
ら
、
最

後
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
昨
年
の
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
ん

ど
ん
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、
健
康
と
景
品
を

Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
よ
う
！

①
申
し
込
む

　

対
象
者
は
18
歳
以
上（
高
校
生
を
除
く
）

で
本
町
に
住
所
が
あ
る
人
で
す
。

　

役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域
局
で
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
（
電
話
も
可
）。

実
践
記
録
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ストレス発散、気分転換 370人

筋力・バランス能力の維持・向上 238人

生活習慣病の予防・改善 161人

体重の減少 84人

体脂肪の減少 36人

心肺機能向上 34人

睡眠改善 20人

その他 41人

（その他）

「自分の健康を考えるようになった」

「食事と健康の関係も、日常的に考え

るようになった」

「気持ちが前向きになった」

「区内の人との会話の機会が増えた」

「骨量が良くなった」

「具体的な目標を立てたので、それに向かってコツコ

ツ取り組みました」

「規則正しい生活を心掛けて、運動する時間を決めま

した」

「ポイントを貯めるのが楽しみで続けられました」

「日々の記録が継続の励みになって、習慣化しました」

「一人でもできる。いつでもできるので参加しやすかった」

「コロナ禍で教室が中止になりましたが、一人ででき

る運動をしました」

「天候が悪い日は、ステップ運動、体操など

家でできる運動をしました」

「友達と一緒に楽しく頑張れました」

参加して良かったことは何ですか？（複数回答可）

運動を継続できた理由は何ですか？ 獲得したポイント数

数
年
先
も
元
気
に

動
け
る
体
を
つ
く
ろ
う
！

♪　昨年参加した皆さんからの声　♪
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●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

　本町では、全ての小・中学校の全学年で 1～ 2教科に「学習者用デジタル教科書」を使用しています。これは、

令和 6年度学習者用デジタル教科書の本格導入に向けての文部科学省による実証事業の取り組みによるもの

で、小学校 5・6年、中学校全学年が英語を、多くの学校で 2教科目に算数（数学）または理科を使用しています。

　さらに、この事業に併せて、町独自に小学校 1～ 4年生においても算数、理科、生活などの教科を 1教科

使用しています。

小学校・中学校で「学習用デジタル教科書」を使用しています小学校・中学校で「学習用デジタル教科書」を使用しています

学習用デジタル教科書ってなに？学習用デジタル教科書ってなに？
　学習者用デジタル教科書は、紙の教科書と同じ内容がデジ

タル化された教材です。GIGA スクール構想により 1人 1台

整備した児童生徒のタブレット端末に教材を取り込み、紙の

教科書と併用して使用します。

　その特徴は、

①見たいところ注目したいところを簡単に大きく表示できる

②図やグラフ、挿絵のみを表示することができる

③ペンやマーカーでの書き込みが繰り返しできる

④書き込んだ内容を保存・表示することできる

などが挙げられます。 ▲小学校・理科「ヒトのたんじょう」について動画での調べ学習

情報活用能力の育成を目指して情報活用能力の育成を目指して
　本町では、「確かな学力」の育成を目指

し、情報活用能力の育成を推進していま

す。その一つとして、学習者用デジタル教

科書を活用した学びの推進を図ることと

しています。

　学習者用デジタル教科書と併せて、ドリ

ルなどの使用、動画の表示や、音声を繰り

返し聞くことができるデジタル教材を組

み合わせることにより、何度も繰り返し学

び、ペンやマーカーで書き込むことが可能

となり、新たな気づきを発見し思考力を育

むことができます。また、書き込んだ内容

を瞬時に友だちと共有することができる

ため、友だちと違うところを見つけたり、

自分の考えのポイントをマーカーすることにより相手に伝えやすくなります。

　このように、子どもたちの学習がより充実し深いものになるよう、学習者用デジタル教科書の機能を効果的

に活用しています。

▲中学校・数学の授業の様子
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無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

募　
　

集

募　
　

集

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員

●
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

消
防
吏
員　

２
人
程
度

●
受
験
資
格

　

18
歳
〜
26
歳
の
人

　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
一
次
試
験

　

９
月
18
日
（
日
）

●
試
験
会
場

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

●
申
込
受
付
期
間

　

７
月
19
日
（
火
）
〜
８
月
５
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

美
方
広
域
消
防
本
部
管
理
課

　

０
７
９
６
・
93
・
９
０
１
０

美方広域消防本部
ホームぺージ

県ホームぺージ
森林大学校

兵
庫
県
警
察
官

兵
庫
県
警
察
官

●
採
用
予
定
人
員

①
一
般
区
分

•  

Ａ
（
４
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は

４
年
制
大
学
を
令
和
５
年
３
月
ま
で
に
卒

業
見
込
の
人
）
…
男
性
46
人
、
女
性
15
人

•  

Ｂ
（
Ａ
区
分
以
外
の
人
）
…
男
性
１
１
３

人
、
女
性
15
人

②
特
別
区
分

• 

サ
イ
バ
ー
捜
査
…
４
人

• 

武
道
…
４
人

●
受
付
期
間
・
受
付
方
法

　

７
月
25
日
（
月
）
〜
８
月
16
日
（
火
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）
の
み

●
試
験
日

　

９
月
17
日
（
土
）、
９
月
18
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

兵
庫
県
警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０
・
１
４
５
・
３
１
４

　

美
方
警
察
署

　

０
７
９
６
・
82
・
０
１
１
０

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

●
受
験
資
格

　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校

な
ど
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

12
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和
５

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
な
ど
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人
な
ど

●
受
付
期
間

　

７
月
19
日
（
火
）
〜
28
日
（
木
）

●
第
１
次
試
験
日

　

９
月
25
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

第
八
管
区
海
上
保
安
部
総
務
部
人
事
課

　

０
７
７
３
・
76
・
４
１
０
０

開　
　

催

開　
　

催

但
馬
文
学
の
つ
ど
い
作
品

但
馬
文
学
の
つ
ど
い
作
品

●
部
門

　

短
歌
、
俳
句
、
冠
句
、
川
柳

※
未
発
表
の
作
品
で
各
部
門
一
人
一
首（
句
）

●
募
集
期
間
・
応
募
様
式
な
ど

　

８
月
31
日
（
水
）
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
様
式
な
ど
は
、
文
教
府
窓
口
や
各
公

民
館
、
但
馬
文
教
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料

　

１
部
門　

１
０
０
０
円（
作
品
集
代
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

但
馬
文
学
の
つ
ど
い
企
画
運
営
委
員
会
事
務
局

　

０
７
９
６
・
22
・
４
４
０
７

兵
庫
県
立
森
林
大
学
校

兵
庫
県
立
森
林
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
要
申
込
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
要
申
込
）

●
と
き

 　

７
月
23
日
（
土
）
10
時
〜
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

兵
庫
県
立
森
林
大
学
校

　

宍
粟
市
一
宮
町
能
倉
７
７
２
‐
１

●
内
容

　

林
業
体
験
会
、
学
校
説
明
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

　

兵
庫
県
立
森
林
大
学
校

　

０
７
９
０
・
72
・
２
７
０
０

県警警察官採用センター
ホームページ

詳しくはこちら！

海上保安庁
ホームぺージ

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
運
賃
助
成
」
を

人
権
問
題
文
芸
作
品
「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」

人
権
問
題
文
芸
作
品
「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」

　

兵
庫
県
と
（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協

会
で
は
、
人
権
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
な
ど
、

人
権
文
化
の
創
造
や
人
権
課
題
の
解
決
に
関

す
る
内
容
が
描
か
れ
た
文
芸
作
品
（
小
説
、

随
想
、詩
、創
作
童
話
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
で
、
未
発
表
、

未
投
稿
の
自
作
の
作
品
（
字
数
制
限
あ
り
）

●
募
集
期
間

　

９
月
９
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

　

０
７
８
・
２
４
２
・
５
３
５
５

県ホームぺージ
令和4年度「のじぎく文芸
賞」の公募　－人権問題文

芸作品公募事業－

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
要
申
込
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
要
申
込
）

●
と
き

　

７
月
16
日
（
土
）、30
日
（
土
）、31
日
（
日
）、

８
月
21
日
（
日
）　

い
ず
れ
も
13
時
〜
15
時

（
受
付
12
時
30
分
〜
13
時
）

●
と
こ
ろ

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

●
実
施
学
科
・
内
容

• 

２
年
制
… 

自
動
車
工
学
科
（
自
動
車
基
本
点
検
）
な
ど

• 

１
年
制
…
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ぺ
ー
ジ
作
成
）

●
申
込
方
法

• 

参
加
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

• 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
請
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まちからの情報

町ホームページ
各種相談窓口

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

●
と
き

　

７
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

●
と
こ
ろ

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動
室
Ｂ

●
内
容

　

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

　

０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

（
前
日
の
17
時
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。）

司
法
書
士
に
よ
る

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
法
律
相
談
会
（
要
予
約
）

●
と
き

　

８
月
20
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）　

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　

０
７
９
６
・
23
・
７
８
１
７

※
相
談
受
付
専
用
番
号
（
平
日
の
み
）

※ 

相
談
日
の
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

公立八鹿病院
看護専門学校
ホームぺージ

麒
麟
の
ま
ち
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

海
の
見
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン 　

交
流
会

　

但
馬
鉄
道
模
型
ク
ラ
ブ
を
講
師
に
、「
サ

フ
ァ
リ
」
の
ジ
オ
ラ
マ
を
作
成
し
ま
す
。
ジ

オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
ま
す
。

●
と
き

　

７
月
25
日
（
月
）
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
海
の
文
化
館

●
定
員

　

16
人
（
小
学
生
以
上
）

●
参
加
費

　

１
３
０
０
円
（
税
込
み
）

●
持
参
物

　

は
さ
み

※ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
、
汚
れ
て
も

い
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

　

０
７
９
６
・
26
・
３
７
８
３

夏
休
み
ジ
オ
ラ
マ
教
室

夏
休
み
ジ
オ
ラ
マ
教
室

公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校

公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
要
申
込
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
要
申
込
）

●
と
き

 　

８
月
５
日
（
金
）、
８
月
19
日
（
金
）

　

・
午
前
の
部　

 

受
付
開
始　

９
時

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

・
午
後
の
部　

 

受
付
開
始　

13
時

　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校

　

養
父
市
八
鹿
町
下
網
場
３
８
１
‐
１

●
内
容

　

当
校
の
紹
介
、
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

個
別
相
談
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
八
鹿
病
院
看
護
専
門
学
校
看
護
教
育
課

　

０
７
９
・
６
６
２
・
６
６
９
３

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
運
賃
助
成
」
を

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
運
賃
助
成
」
を

旅
行
・
帰
省
な
ど
、
空
の
旅
を
お
得
に
！

旅
行
・
帰
省
な
ど
、
空
の
旅
を
お
得
に
！

●
対
象
者

• 

町
内
に
住
所
が
あ
る
人

•  

町
内
に
住
所
が
あ
る
事
業
所
、
学
校
な
ど

に
勤
務
、
通
学
し
て
い
る
人

•  

本
町
出
身
者
お
よ
び
そ
の
家
族
（
町
内
に

住
所
が
あ
る
人
の
申
請
に
限
る
）

●
申
請
方
法

•  

事
後
助
成
…
利
用
後
に
搭
乗
券
な
ど
搭
乗

が
わ
か
る
も
の
と
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

を
持
参
の
上
、
役
場
企
画
課
ま
た
は
各
地

域
局
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

•  

事
前
助
成
…
利
用
前
に
但
馬
内
の
旅
行
代

理
店
（
助
成
取
扱
店
）
で
航
空
券
を
購
入

す
る
場
合
、
助
成
額
を
差
し
引
い
た
額
で

購
入
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

役
場
企
画
課

区分 予約制限 運賃額 助成金 本人負担額

大人普通運賃 当日可 15,790 円 8,000 円※ 7,790 円

特便割引1（タイプC） 前日まで 9,340 円～ 3,300 円 6,040 円～

先特割引 28日前まで 8,140 円～ 2,900 円 5,240 円～
※但馬空港推進協議会の助成額 3,100 円を含みます。
（注）運賃額は変動する可能性があります。

●助成額の一例（表）

●団体・ペアでさらにお得！
　ペア（2人以上）で往復利用した場合、

5人以上で利用した場合は、通常助成額に

1,000 円加算します。

※搭乗日 10日前までに町へ申請が必要です。
※ 帰省でのご利用、個人包括旅行割引 ･団体
包括運賃等券種でのご利用は対象外です。

町ホームぺージ
【飛行機】コウノトリ

但馬空港運賃助成

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
発
行
し
ま
す

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
発
行
し
ま
す

　

令
和
元
年
度
に
本
町
と
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

が
官
民
協
働
事
業
で
発
行
し
た
「
香
美
町
暮

ら
し
の
便
利
帳
」
を
更
新
し
、
本
年
10
月
に

発
行
・
配
布
予
定
で
す
。

　

作
成
に
あ
た
り
、
町
内
の
事
業
所
な
ど
に
、

同
社
の
営
業
担
当
が
訪
問
し
、
広
告
掲
載
の

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課

但馬技術大学校
ホームぺージ

オープンキャンパス

●
申
込
期
限

　

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
学
生
募
集
事
務
局

　

０
７
９
６
・
24
・
２
２
３
３

　

０
７
９
６
・
24
・
０
８
７
５

FAXFAX
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フォトニュース！

　5月 30 日、役場本庁舎で、特殊詐欺被害撲滅に

向けた共同宣言式が開かれました。

　これは、特殊詐欺対策をはじめとした地域の安全

確保などを図ることを目的として行われたもので、

特殊詐欺などや金融犯罪の被害防止について金融機

関と町、美方警察署が互いに緊密に連携していくこ

ととしています。

　この日は、但馬信用金庫およびなぎさ信漁連の町

内各支店の代表、香美町長、美方警察署長が一堂に

会し、連携の内容を確認しました。

　美方警察署の石井克央所長は「携帯電話で話しな

がら ATMを操作している人へ、積極的に声掛けを

行ってほしい」と協力を呼び掛けました。 ▲協定書を手にする関係団体の代表者ら

増加する特殊詐欺の被害をゼロに　増加する特殊詐欺の被害をゼロに　～特殊詐欺被害撲滅に向けた共同宣言式～～特殊詐欺被害撲滅に向けた共同宣言式～

　5月 27 日、小代区神水で兵庫県下で第 1号とな

る「香美町地域づくり事業協同組合」の認定証交付

式が開かれ、齋藤元彦知事から同組合の西村伸一代

表理事へ認定証が手渡されました。

　この事業は、安定的な雇用の創出を目的に令和 2

年に施行された「人口急減地域特定地域づくり事業

推進法」に基づいて県が認可するもので、繁忙期の

異なる仕事を組み合わせ、組合で雇用した職員を事

業者へ派遣することで地域の担い手を確保します。

　西村代表理事は「現在の派遣先は村岡区・小代区

の農林業や宿泊業、スキー場が中心だが、将来的に

は漁業や水産加工業など町全体に取り組みを広げ、

京阪神から若者を呼び込みたい」と語りました。 ▲齋藤知事から認定書を受け取った西村代表

マルチワークで地域活性化を　マルチワークで地域活性化を　～特定地域づくり事業協同組合認定証交付式～～特定地域づくり事業協同組合認定証交付式～

　5月 29 日、大糠神社をスタート地点に、蘇武岳

を登る町民ハイキングが行われました。

　これは、村岡区中央公民館と蘇武岳ファンクラブ

などの関係団体が主催したもので、町内外から約

40人が参加し、頂上を目指しました。

　蘇武岳は、豊岡市出身の冒険家、植村直己が学生

時代に登った山としても知られており、登山コース

上にある馬の背展望台、蘇武展望台、そして山頂か

らは氷ノ山や扇ノ山などを見渡す大パノラマを楽し

むことができます。

　姫路市から参加したという男性は「きれいに整備

された登山道で歩きやすい。よく晴れて景色がきれ

いでいいですね」と息を弾ませながら話しました。

雄大な山々のパノラマが広がる　雄大な山々のパノラマが広がる　～蘇武岳町民ハイキング～～蘇武岳町民ハイキング～

▲開けた景色を楽しみつつ「馬の背」を歩いていく参加者
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まちの話題をピックアップ

　6月 1日、佐津地区公民館で「第 18 回オープン

ガーデンがつなぐ兵庫花と緑のまちづくり in 香美」

が開催され、兵庫オープンガーデンネットワークに

加盟する会員団体から約 40人が参加しました。

　これは、香美町香りの花フェスタオープンガーデ

ンが主催したもので、本町のオープンガーデン活動

の中心地である訓谷地区の庭園を巡回し、庭主や会

員同士の交流を深めました。

　また、元建設省職員の石原憲一郎氏による「環境

と花と緑の観点から広がるまちづくり」をテーマに

した講演も行われ、全国における花のまちづくりの

事例を取り上げながら「花が少しあれば町のイメー

ジアップにつながる」と熱弁を振るわれました。 ▲オープンガーデンで交流する参加者

自慢の庭を通した交流を　自慢の庭を通した交流を　～オープンガーデンがつなぐ兵庫花と緑のまちづくりフォーラム in 香美～～オープンガーデンがつなぐ兵庫花と緑のまちづくりフォーラム in 香美～

　6月 12 日、小代区内でみかた残酷マラソン全国

大会が開催されました。

　今回で第 28回目を迎えたこの大会は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で 2年の延期を経ての開

催。北は北海道、南は鹿児島の全国各地から参加者

1,965 人が集い、全長 24km、高低差 408mの「残酷」

なコースに挑みました。

　全力で体力を使い果たして走り切るランナーのほ

か、キャラクターの仮装や小道具を持って走るなど、

思い思いのスタイルで大会を楽しんでいました。

　沿道で応援していた女性は「久しぶりの大会に大

勢参加してくれてうれしい。こちらも頑張って応援

します」と話し、ランナーに声援を送っていました。

新緑の「残酷」コースを疾走　新緑の「残酷」コースを疾走　～第 28回みかた残酷マラソン全国大会～～第 28回みかた残酷マラソン全国大会～

▲沿道の応援に応えながら坂を上っていくランナー

　6月 12 日、道の駅あまるべと隣接する空の駅公

園周辺で、道の駅あまるべ開設 10周年感謝祭が行

われました。

　建設 110 年を迎えた余部橋梁の歴史を振り返る

パネル展示や、地元団体によるバザー、海産物の販

売のほか、イベントに併せて余部埼灯台の一般開放

が行われ、家族連れなど多くの人で賑わいました。

　また、午後からはステージイベントとして日本遺

産にも認定されている鎧麒麟獅子舞保存会による麒

麟獅子舞の演舞が行われ、勇壮な舞で観客を魅了し

ました。ステージ終了後には、無病息災を願って子

どもたちの頭を噛んで回ると「かっこいい」「私も

噛んで」と喜び、貴重な体験を楽しんでいました。 ▲笛や太鼓に合わせ、ゆったりとした、しかし迫力のある舞が披露されました。

鎧の麒麟獅子が祝いの舞を披露　鎧の麒麟獅子が祝いの舞を披露　～道の駅あまるべ開設 10周年感謝祭～～道の駅あまるべ開設 10周年感謝祭～
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※下記の予定は変更となることがあります。
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ありがとうございます

寄付をいただきました寄付をいただきました

　5月 17 日、福祉施策推進のために寄付を

いただきました。いただいた寄付金は、町の

福祉の推進に関する施策に有効活用します。

株式会社　西山工務店

代表取締役　西山 嘉一さん

（香住区森） 　

●内容

　Ｂ型肝炎特別措置法に精通した弁護士や和解を終

えた患者による説明など

●とき

　7月 23日（土）13時 30 分～ 15時 30 分　

●ところ

　浜坂多目的集会施設　会議室

●問い合わせ先

　玉田法律事務所

　06・6809・2144

　kinyatamada@tamada-law.jp

全国B型肝炎訴訟大阪原告団・弁護団主催全国B型肝炎訴訟大阪原告団・弁護団主催

B 型肝炎被害者救済のためのB型肝炎被害者救済のための
無償相談会・説明会無償相談会・説明会

おめでとうございます

表彰受賞者のご紹介表彰受賞者のご紹介

　香美町いずみ会

優良いずみ会知事表彰

（5/20 ～ 6/20 までの申込求人）

※求人への応募にはハローワークの「紹介状」が必要です。

▲西山さんに感謝状を贈りました。
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日　
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時
〜
16
時

人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
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ド
ル
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プ

「
も
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町
へ
参
上
！

「
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ロ
」
が
香
美
町
へ
参
上
！

　

５
月
28
日
、
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
（
も
も
ク
ロ
）」
が
本
町
を
訪
れ
、

香
住
区
中
央
公
民
館
で
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
「
お
い
で
ー
や
香
美
町
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
約
２
年
間
延
期
と
な
っ
て
い
た
ラ
イ
ブ
に
、地
元
の
人
を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら「
モ

ノ
ノ
フ
（
も
も
ク
ロ
の
フ
ァ
ン
）」
が
集
結
。
待
ち
に
待
っ
た
ラ
イ
ブ
に
、会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
中
盤
で
は
、
浜
上
町
長
も
ス
テ
ー
ジ
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
、
も
も
ク
ロ
と
と
も
に
集
ま
っ
た
モ
ノ
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フ
た
ち
に
香
美
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
大
東
市
か
ら
訪
れ
た
と
い
う
堀
田
義
和
さ
ん
は

「
ス
テ
ー
ジ
が
と
て
も
近
く
て
、
ス
テ
ー
ジ
の
皆
さ
ん
と
目

が
合
い
ま
し
た
。
も
も
ク
ロ
最
高
！
」
と
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ

様
子
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ ライブステージに立つももいろクローバーＺの（左から）佐々木彩夏さん、玉井詩織さん、
百田夏菜子さん、高城れにさん（塚田亮平さん撮影）

　

お
昼
に
香
住
ガ
ニ
を
食
べ
た
と
い
う
も

も
ク
ロ
メ
ン
バ
ー
。
百
田
夏
菜
子
さ
ん
は

「
き
れ
い
な
海
の
景
色
を
満
喫
で
き
た
の

で
ラ
イ
ブ
も
頑
張
り
た
い
」、
玉
井
詩
織
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ん
は
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の
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地
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も
の
を
食
べ
た
り
、

お
土
産
を
買
っ
た
り
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
繋
げ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

地
方
で
の
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
「
フ
ァ
ン

の
皆
さ
ん
を
近
く
で
見
ら
れ
る
。
私
が
ラ

イ
ブ
に
来
る
な
ら
こ
う
い
う
所
が
い
い
」

と
佐
々
木
彩
夏
さ
ん
。
高
城
れ
に
さ
ん
は

「
普
段
味
わ
え
な
い
距
離
感
で
、
会
場
の

隅
ま
で
、
一
人
一
人
の
顔
を
ち
ゃ
ん
と
見

れ
て
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▼ 浜上町長、かすみちゃんと一緒にカニのボーズをする▼ 浜上町長、かすみちゃんと一緒にカニのボーズをする
ももクロのメンバーももクロのメンバー
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まちのうごき
（令和 4年 5月 31 日現在）

人　口 16,207 人　（－ 19）

男 7,718 人　（－ 7）

女 8,489 人　（－ 12）

世帯数 6,379 世帯（＋ 4）

（　）内は前月比

■編集後記■

　5月 30 日から一週間、役場本庁舎でもトライや

るウィークの生徒を受け入れ、広報の仕事も体験し

てもらいました。とてもフレッシュで元気がよく、

いい刺激をもらいました。生徒さんたちも将来を考

える糧としてくれていたら嬉しいですね。（ふくい）

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

行政区 氏名 性別 年齢 死亡日

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

行政区 氏名 性別 保護者 出生日

　7月は「社会を明るくする運動」強調月間です。

　今年で 72回目を迎えるこの運動は、すべての国

民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更

生について理解を深め、それぞれの立場において力

を合わせ、犯罪や非行のない明るい地域社会を築こ

うとする全国的な運動です。

　みんなで力を合わせて、犯罪や非行のない明るい

社会を築きましょう。

●問い合わせ先

　美方保護区保護司会 

美方更生保護サポート

センター

　0796・20・5268

　　犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

第 72回 社会を明るくする運動第72回 社会を明るくする運動

　本年度は、新型コロナウイルス感染症などの影響

を考慮し、海上花火大会のみ実施します。

　なお、感染拡大防止の観点から、会場内での露店

の出店はありませんのでご承知おきください。

●とき

　7月 23日（土）　20時～ 21時

●ところ

　香住浜海上、香住浜一帯

※ 駐車場は、香住西港・東港、香住小学校グラウン

ド、今子浦運動場総合グラウンド（香住東港への

シャトルバスあり）をご利用

ください。

●問い合わせ先

　第 45回香住ふるさとまつり総合

委員会事務局（役場観光商工課内）

　0796・35・3355

香住海岸に映える美しい花火香住海岸に映える美しい花火

第 45回香住ふるさとまつりを開催します第45回香住ふるさとまつりを開催します

　　まちづくりに役立ちます！まちづくりに役立ちます！

サマージャンボ宝くじ発売サマージャンボ宝くじ発売
　サマージャンボ宝くじの収益金は、県内市町のよ

り良いまちづくりに活用されています。収益金は、

各都道府県の販売実績などに応じて交付されますの

で、ぜひ、県内の宝くじ売り場またはインターネッ

トでお買い求めください。

●発売期間

　7月 5日（火）　～ 8月 5日（金）

●問い合わせ先

　（公財）兵庫県市町村振興協会

　078・322・1151

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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行政放送が聞き取れなかっ

た場合はお電話ください。

0120・63・1210
（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

 保健センター　36・5008

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

香住文化会館　36・1026

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住地域福祉センター

　　　　　　　39・2050

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

援助や配慮を必要

とする人のための

マークです。思い

やりある行動を！

ヘルプマーク

※ QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　「家読（うちどく）」は、「家庭読書」を略した言葉です。家族みんなが同じ本を読み、
それをきっかけにコミュニケーションを図ることで、家族の絆を深めましょう、と
いう読書運動です。「うちの子が本を読まない」と嘆く前に、大人が読書をする姿
を見せて「この本、おもしろいよ」と紹介してあげられるといいですね。
　今月は、大人も子どもも楽しめて、夏休みの読書感想文にも使えそうな本を紹介
します。

図書室へ行こう♪
読書をしませんか？

香住区中央公民館図書室 村岡区中央公民館図書室 小代地区公民館図書室

【本の借り方・返し方】

　初めに、図書室で利用カードの発行手続きをしてください。

　借りたい本と利用カードを、受付まで持参してください。

　返すときは本だけを受付に持参してください。

　目当ての本が見つからない場合は職員までお尋ねください。

、、

今月のおすすめ図書今月のおすすめ図書 　各公民館で本の貸し出し、返却の連携をしていますので、借りたい本がない場合

など、お問い合わせいただくと最寄りの公民館で本を貸し出しすることができます。

虐待かもと思ったら…虐待かもと思ったら…
児童相談所虐待対応ダイヤル

１
いちいち

９
くく

８
はやはや

へ☎☎

田島征三／作
偕成社

『つかまえた』

　作者は、『ちからたろう』や『と
べバッタ』で知られる絵本作家。魚
をつかまえた時の「ぐりぐり」暴れ
る力強さ、バケツからとびだした魚
を生き返らせようとするときの必死
さなど、誰にでも似たような体験は
あるはず。そんな生命の躍動感を大
胆なタッチで描いた絵本です。

畑中英二／著
ポプラ社

『なんで信長は
 お城を建てたの？』

　中学 1年生のホタカは、歴史好き
のお父さんに勧められて、お城巡り。
専門家から話を聞いたり、発掘体験
をしたりして、どんどん「城沼」に
ハマっていきます。安土城、姫路城、
甲賀上野城が登場。家族旅行をお城
巡りにすれば、感想文も書きやすく
なるかも ?!

●●●●● ● 所蔵図書室 所蔵図書室 ●●●●●●

家読（うちどく）のすすめ

村

余

（文：村岡区中央公民館　図書館司書　前田 雅美）

前野ウルド浩太郎／著
光文社

『ウルド昆虫記
 バッタを倒しにアフリカへ』

　「バッタに食べられたい」という夢を
かなえるため、昆虫学者になり、単身サ
ハラ砂漠に乗りこんだ研究の日々がつづ
られています。もとは一般向けの新書で
したが、その内容と読みやすさから、本
文はそのままに、ふりがなと著者自身の
用語解説をつけて児童書として出版され
ました。著者の人柄なのか、苦労や困難
もクスッと笑ってしまう文章です。

香 香住区中央公民館図書室所蔵

村 村岡区中央公民館図書室所蔵

余 余部地区公民館図書コーナー所蔵

村

村

香
（新書版）

▲村岡区柤岡を巡回するまちかど図書館車「やまなみ」
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